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沖ノ鳥島礁池内の造礁サンゴ
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AbstractWeconductedpreliminaryinvestigationsofthereefbuildingcoralsonOkino-torishimainApriL

MayandNovember,2005．Sixty-twospeciesbelongingtol9generaand9familiesofscleractiniancoralswere

observed,andthelivecoralcoveragereached６０％onthereefSinthevicinityofthecenterpartofthemoat､Major

componentofthecoralcommunitieswerecoralsbelongstotheflmilyFaviidae，andAcroporidcoralswhich

dominateinvariousplacesinRyukyuarchipelagowererelativelyfiew．

*Correspondingauthor：IshigakiTropicalStation，SeikaiNationalFisheriesResearchlnstitute,FisheriesResearch

Agency,l48Fukai-Ohta,Ishigaki,Okinawa,907-0451,JapanE-''１αﾉﾉα`九帖s:hayat＠fia・af[Tc､gojp

造礁サンゴ類は,島もしくはサンゴ礁地形を形成し，

サンゴ礁生態系の基礎生産を担うとともに種々の生

物に住み場所を提供するなど，重要な役割を果たして

いる。しかし，沖ノ鳥島の造礁サンゴ群集については

これまで殆ど報告されていない。そこで，当該海域の

造礁サンゴの現況を把握し，今後の同島における漁業

活動・保全施策等に資することを目的として予備的な

調査を実施した。

し，目視による概要調査を実施した。東経136.05'１５"

に沿って南北方向に設定した側線上に，緯度４秒（約

125ｍ）おきに南から北に向けて調査ポイント７点（SL

BＩ～Ｂ７）を設定し，その周辺で約１０分間泳いで出現

した種と生サンゴ被度を観察した。生サンゴ被度は海

底（主に岩盤）と岩礁に分けて，優占種（属レベル）と

共に目視により５％刻みで記録した。地点間の移動中

等にも特異な地点があれば，追加調査を実施した。種

レベルの同定では，目視観察，水中写真のほか，一部

は群体の小片を採取して帰港後に骨格標本の観察も

行った。同定には，Veroｎ（2000）、Wallace（1999）を

参考にしたが，和名は西平・Veroｎ（1995）に従った。

秋期詳細調査

2005年１１月11-12日には概要調査を実施した調査側

線上の調査ポイント７点のうち，ＳｔＢｌ南の礁原，Ｂ２，

Ｂ４Ｂ６付近で，AustralianlnstituteofMarineScience

(1997）の方法を基本としたラインインターセプトト

ランセクト法による被度調査を実施した。調査ライン

(メジャー）の長さは5ｍとし（StB2のみ１０ｍ)，岩礁

の頂上部（水深約1ｍ)，岩礁側面の水深3ｍ付近，水

深5ｍ付近および海底に等深線に沿って張り，ライン

を横切る造礁サンゴ（属レベルで記録）および付着生

物等を，その横切る長さとともに記録した。

調査場所および方法

春期調査

2005年４月１３．１４日，５月１９日に沖ノ鳥島礁池内の

東・西・南および中央の２カ所（ＳｔＡｌ～Ａ５：図ｌ）で

１０ｍないし20ｍのラインを張り，ライン両側25ｃｍを

デジタルカメラ（120万画素）で連続的に撮影した。撮

影画像をパーソナルコンピューターに取り込み，画像

処理ソフトウェアPhotoshopによりサンゴ群体の輪郭

をトレースし，画像解析ソフトウェアNlHImageJに

より群体の投影面積を求めた。これに基づき撮影範囲

内の造礁サンゴ被度を算出するとともに群体別に群体

形を判定し，各群体形の占有率を求めた。群体形の分

類はAustralianInstituteofMarineScience（1997）に従った。

秋期概要調査

2005年11月１０日には礁池中央を南北方向に移動
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図Ｈ造礁サンゴ調査地点（地形図は海上保安庁海図番号w49を改変）

を占めていた。ＳｔＡ５は水深２～３ｍ，東西に張ったラ

インの東側では平坦な海底に岩礁が散在し，その高さ

は様々である。ラインの西端6ｍおよびその西側一帯

に岩礁はなく一面に平坦な海底が広がっている。岩礁

上のサンゴ被度は２Ｌ０％，海底の被度は0.6％であった。

秋期調査

出現したサンゴの種類秋期調査では種レベルの

同定を試み，現在までに９科１９属62種の生息が確認

結果

春期調査

Ｓｔ､Ａｌは水深約1.5ｍ，平坦な海底に水面近くまで立

ち上がった小さな岩礁が点在する。海底は淡色の岩盤

で多くは舗装面のように平滑であるが小石の堆積する

場所もみられる。サンゴは平坦な海底には全くみられ

ず，岩礁上に僅かに着生しているのみで，全面積に対

する被度は０９％，岩礁上についてみれば5.8％であっ

た（図２)。ＳｔＡ２は水深5ｍの平坦な海底で，表面は

岩盤やサンゴ礫で構成され，付近には大きな岩礁が点

在する。サンゴ被度は５９％と低く，群体形としては

準塊状（Coralsubmassive）が最も多かった（表ｌ)。SL

A3では水深5ｍの海底から立ち上がった２つの大きな

岩礁にまたがってラインを敷設し，岩礁上の水深は２

～２５ｍ，周辺に比べ格段にサンゴの多い地点であっ

た。岩礁上のサンゴ被度は458％，サンゴ群体の形状

は，準塊状が42％，被覆盤状（Coralencmsting）２６％，

ミドリイシ指状（Acroporadigitate）２１％，塊状（Coral

massive）１１％であった。ＳｔＡ４は水深2ｍ，平坦な海底

で周辺には小さい岩礁がまばらにみられる。サンゴ被

度は１５％と低く，群体形は被覆盤状が747％と大半
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図２春期調査における造礁サンゴの被度

表１春期調査における各群体形の占有率

合計St・Ａ５SｔＡ３ SLA４St・Ａ２Ｓｔ､Ａ１

面積占有率
２

９６ｃｍ

２９３．３

００．０

２４６２８．３

５９３６８．３

８６８１００．０

１０００００

面積占有率
Ｚ

（)'６ｃｍ

００．０

１０８１４．８

５４７７４．７

７７１０．５

７３２１００．０

５００００

面積占有率

Z（),６ｃｍ

２２０９４０．９

１７４２３２．２

１３６５２５．３

８７１６

５４０３１０００

１０００００

面積占有率

２（),０ｃｍ

７５９５１５．３

１９６２２３９．４

１３３０］２６．７

９２３４1８．６

４９７５２１００．０

４４７７５０

面積占有率
ユ

９'６ｃｍ

１３３２２３．０

２１７１３７．６

１７１０２９．６

５６６９．８

５７８０１００．０

９７７５０

面積占有率
２

９'６ｃｍ

４０２５１０．９

１５６０１４２．２

９４３３２５．５

７９１０２１．４

３６９６９１００．０

１０００００

群体形

塊状(Coralmassive）

準塊状(Coralsubmassive）

被覆盤状(Coralcncrusting）

ミドリイシ指状(Adigitate）

合計

調査面積
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された（付表’)。比較的高い頻度で見られた種（属）

として，ハナヤサイサンゴ属（ＰＯＣﾉﾉﾉopo,蕊α)，ミドリ

イシ属（ＡＣ,叩o,園α)，コモンサンゴ属（Ｍｗｌｉｐｏ,α)，

ハマサンゴ属（Porlr/Ｃｓ)，ナガレサンゴ（ＬＧＰ/ｏｒ/ｑ

ｐｈｎｇ/α)，トゲキクメイシ属（Ｑｌｐ〃ａｓ/,℃α)，リュウキュ

ウキッカサンゴ属（ＥＣﾙﾉ,'OPO,α）などが上げられ，ナ

ガレサンゴは沖縄では見られない様な大型の群体がし

ばしば観察された。沖縄では普通に見られるのに，沖

/烏島で観察されなかったものとしては，トゲサンゴ

属（Seﾉｿﾞα/OPO,α)，アザミサンゴ属（Ｃａ/αＸｅα)，ウミ

バラ科（Pectiniidae）などが上げられ，クサビライシ

科もクサビライシ（ハノ"g/αSc"/ｃＷα）’種のみしか観察

されなかった。サンゴ礁再生のための増殖対象と考え

られているミドリイシ属では，沖縄で豊富なコユビミ

ドリイシ（Acmpo,α`/jgi/旅,α）やハナガサミドリイシ

(Ａ〃αswzα)，クシハダミドリイシ（４ﾉＩｊｗｃ/"ﾉﾙ!/s）な

どが見られず，比較的高い頻度で見られた３種（Ａｓｐ

４＊？（*:林原1995)，４９/o6jceps?,Ａａｃ"/αｲs?）は，沖

縄では未記録か分布密度が低い種（あるいはその近縁

種）であった。これらの種については，参考となる写

真を示すと共に若干の観察所見等を記した（付図’）。

種名に？を付したのは，同定が暫定的なもので，研究

が進んだ段階で見直される可能性があるためである。

サンゴの被度概要調査で記録した，目視観察に

よるサンゴ被度を図３に示す。海底上のサンゴ被度

は０～２０％，岩礁上のサンゴ被度は５～５０％であっ

た。地点によって優占する分類群は異なり，ＳｔＢＬ

Ｂ２，Ｂ７ではハマサンゴ属，ＳｔＢ３，Ｂ４Ｂ５ではトゲ

キクメイシ属が多く見られた。ＳｔＢ４Ｂ５では比較

的高い離礁が発達し，その上面ではミドリイシ属（Ａ

ａｃ"/e"ｓ７）が優占した。また，ＳｔＢ５とＢ６の問には，

エダコモンサンゴ（ＭＩＯ"/IiPo,αQﾉﾉgﾉﾉα/α）の群体が１０ｍ

以上にわたって集中して分布する場所があった。

詳細調査（ラインインターセプト法）による，サン

ゴ被度を図４に示す。全体的な傾向は，概要調査での

目視観察による被度と良く一致していた。即ち，礁

池の中心部付近で，岩礁上の被度が高かった。また，

ＳｔＢ４の２地点は同じ傾向を示した。詳細調査では，

次の様な特徴が認められた。

ｌ）ライン調査の結果を概観すると，サンゴ被度の

中心はキクメイシ科の種が担っている（図５)。その他

のサンゴで被度１０％以上を占めたものとしては，ミ

ドリイシ類，ハマサンゴ類，シコロサンゴ類が上げら

れる。２）サンゴ被度はStB4で最も高かった。３）岩

礁のある地点では，岩礁の側面の被度が，上面や海

底よりも高かった。優占していたのはキクメイシ科の

リュウキュウキッカサンゴ属とトゲキクメイシ属で，

オーバーハングの陰の部分など，やや暗い場所の表面

を被覆していた。岩礁の上面には場所によって，樹枝

状のミドリイシ（４αc"/ez's?）が優占した。

考察

出現種本調査では，現在までに９科１９属62種の

造礁サンゴの生息が確認された‘建設省による1988

～1993年の調査では，１２科25属60種を確認し，代表

的な種としてアナサンゴモドキ科，ミドリイシ科，ハ

マサンゴ科，キクメイシ科を上げているが（沖ノ鳥島

災害復旧工事誌編集委員会1994)，本調査ではアナサ
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図３秋期概要調査における目視観察に基づくサンゴ

被度

図４秋期調査におけるラインインターセプト法に

よるサンゴ被度
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図５分類群別のサンゴ被度（秋期調査）

ンゴモドキ科は確認されず，調査区域の違いによるも

のか，あるいは経年変化があったものと思われる。い

ずれにしても，約60種というのは。琉球列島で記録

されている種数の６分の1程度であり，生物相は貧弱

である。これは，同島が極めて小さく，他の島から隔

絶されていることが主な理由であると考えられる。造

礁サンゴ類の種多様性は，インドネシアとフィリピン

を含む海域が最も高く（Veronl995)，琉球列島は黒

潮の流域にあるので，この多様性の中心域から浮遊幼

生が定常的に供給されるために多様性が高いと考えら

れる。一方，沖ノ鳥島では，中心域からの顕著な海流

や，途中にsteppingstoneとなる島が無いために幼生

の供給自体が乏しいことが推測される。

今回，沖ノ烏島で観察されたサンゴの種は，基本的

には琉球列島で記録されている種（約370種）に全て

含まれていると言えよう。しかし，沖縄では普通に見

られるのに沖ノ鳥島では見られないという種も多かっ

た。また，沖ノ鳥島において優占するミドリイシ属の

3種は，沖縄のものとは形態的に微妙に異なっている

ようにも感じられた(付図ｌ)。こうした点を考えると，

沖ノ鳥島の造礁サンゴ群集は，沖縄よりもマリアナ諸

島など他海域の群集と関係が深いのかもしれない。ま

た，沖ノ鳥島におけるミドリイシ属の優占種は，沖縄

ではマイナー種であることから，少なくとも沖縄から

これらの種の幼生が他種に比べて高い確率で加入して

来ているとは考えにくい。これらの種については，他

所から偶然に加入した後に，同島内で再生産している

可能性も考えられる。ＤＮＡ解析等によって，島内で

の再生産の可能性や，同島の個体群が主にどの海域か

らの幼生供給によって維持されているのかなど，その

成り立ちについて，さらに調査をする必要がある。

サンゴの被度全体的には，平坦な海底部分のサン

ゴ被度は低いのに対し，岩礁上では比較的被度が高

かった。海底は，荒天時には礫等の移動によってサン

ゴの生育が阻害されるのではないかと考えられる。比

較的水深のある礁池の中央部では岩礁の丈も高く，そ

のような場所では特に被度が高い傾向が認められた。

その要因としては，礁縁部から離れていて波浪の外力

が弱いことに加え，岩礁が大きくかつ集合しているた

めに浮遊幼生が，いくらかは滞留しやすいことなども

考えられる。高い岩礁のある地点では，その側面の被

度が上面よりも高かった。優占していたのはキクメイ

シ科のリュウキュウキッカサンゴ属とトゲキクメイシ

属で，オーバーハングの陰の部分など，やや暗い場所

の表面を被覆していた。岩礁の上面は干出する可能性

は低いように見受けられたが，強い光線（紫外線）や

輻射熱などによって，側面よりも環境が厳しいのかも

しれない。岩礁の上面には場所によって，樹枝状のミ

－９０－
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ドリイシ（Ａａｃ"/e"Ｗ）が優占していたが，これは枝

が折れて無性的に増殖した可能性が高いと思われた。

沖縄では，一般的にサンゴ被度の中心はミドリイシ

類が占めるが，沖ノ鳥島ではキクメイシ科の種が担っ

ていた。ミドリイシ類は枝や卓状部の大きさに対して

岩礁に付着する部分が小さいため，強い波浪によって

群体ごとはぎ取られる可能性が高いのに対し，キクメ

イシ類は塊状・準塊状・被覆状の群体形をとり波浪に

対する耐性が高い。また，ミドリイシ類はキクメイシ

類に比べて，白化現象やオニヒトデ等による食害を受

けやすいことが知られている。このように，ミドリイ

シ類は各種の擾乱を受けやすいが，一方で，成長が

早く，繁殖力（無性生殖を含む）も大きいために多く

の場所で優占している。ところが沖ノ鳥島では，特に

台風や熱帯低気圧の接近に伴う波浪等による擾乱の頻

度が高く，さらに島が小さいためにそこで生み出

された浮遊幼生が着生可能になるまで礁池内に留まれ

ず，また他海域からの幼生加入も極めて低い水準にあ

ることが予想され，一旦死滅すると回復しにくいと考

えられる。このことが，同島でミドリイシ類が優占し

ていない理由であると推測される。

国土保全や漁場環境整備等の観点から同島でミドリ

イシ類を中心としたサンゴ群集を再生するには，現存

の群集（群体）から生み出された卵を着生可能な浮遊

幼生になるまで流失しないように保持し，これを礁池

内に放流することが最も効果的であると考えられる。

また，同島では波浪や砂礫の移動が少ない岩礁域は礁

池の中心部付近に集中しており，それ以外の場所では

岩盤の海底が広がっている。このような海底ではサン

ゴ，特にミドリイシ類の生息は困難であることから，

この岩盤上に岩礁に代わる人工礁等を設置するなどの

環境整備も有効かつ重要であると思われる。

終わりに同島の造礁サンゴ群集は，規模が小さい

ために不安定で，多様性も生物量も変化が著しいこと

が想像される。したがって,現在のサンゴ群集(生物相）

を固定的な相であると考えるべきではないだろう。今

後，同島の造礁サンゴ群集の保全・再生を考える場合

には，現在の生物相にとらわれず，過去に成立してい

た群集（相）を復元したり，群集の成立過程を科学的

に推定したりして，再生目標とする生物群集のイメー

ジを作り上げることが必要になると考えられる。

本調査は，短期間で調査範囲も限られていたことか

ら，沖ノ鳥島の造礁サンゴ相を全てカバーしていると

は言い難い。しかしながらこれまでに同島の造礁サン

ゴ群集については公表されている記録（報告）がなく，

恐らく科学的な調査も不十分であると思われる。同島

の保全を図り，利用を推進する上でも，情報の開示と

蓄積が強く望まれる。この報告が契機となって学術的

な調査・検討が進むことを期待したい。

要約

2005年４月・５月・’１月に，沖ノ鳥島の礁池内で，

造礁サンゴ類の予備的調査を実施し，９科１９属62種

の生息を確認すると共に，礁池の中心部付近の岩礁上

では生サンゴ被度が４０～６０％に達することを明らか

にした。被度の中心はキクメイシ科のサンゴであり，

琉球列島の各地で優占するミドリイシ類は，相対的に

少なかった。

キーワード：沖ノ鳥島，造礁サンゴ，出現種，被度
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付表１沖ノ鳥島で見られた PociIloporidac（ハナヤサイサンゴ科）

Ｐ()c///OPorQqlbw7/CO/77ｉＦ

Ｒｅ/eg("7ｓ
βlﾉe〃"cosQ

βビルノb"x/

Acroporidae（ミドリイシ科）

Ｍ〕'7/jPO/･αﾉﾉ?/b'711/Ｓ

Ｍ/ｂｌ'eo/α/α
Ｍ／"6eﾉ℃"/ｏｓｑ

Ｍ〃７０//八

Ｍ／"ﾉｇｅｓｃｃｗｓ

Ｍｇｒｍａノ

ＭﾉﾉｊＷｃｌﾉﾋJ

MCﾉﾉg//α/α

／Ｗ)e//（/b'7"/ＩＢ
Ｍノノ7c'qssα/ｅ

AcmPoﾉ･ａｓｐ４７

４．９/０６/ＣＥＰＳ？
」・ｑ６ﾉＤ/αﾉ70/火ｓ

｣.ｅｌ(ＦｃｌＷ
ｊ．〃αﾉ7α

｣.α(ｗ/e"ｓ７

１．ｃ/b"eノ

』．／e"zノパ

』.ｃＷ〃e/でα

』．α"s/eﾉロ

４.ﾙﾉｿﾞｄｂ？
』．ノＤｓｃＷｑ？

」．ｓｐ－ａ

Ａｓｐ.‐ｂ

化/ノゼ〔ﾉﾉﾌｏｒα〃ﾘﾉｿﾞopA/α/"7α？

PoritMae（ハマサンゴ科）

Ｐ(Ｗ/ｅｓ/o/)α/α

Ｒ／"/eα

ノＱＳＯ/ＭＪ

Ｒ〃7αTeノブ

Ｒａ""αｅ

Ｒ／/cAa7

Siderastreidae（ヤスリサンゴ科）

ＰＳα"ﾉﾉﾉﾉOCOﾉ灸αルα/"7eαﾉ7α

RCC"ﾉﾉg"α

Agariciidae（ヒラフキサンゴ科）
Ｐ〔〃O/7ｑ１ﾉαﾉ7α"Ｓ

ＲＣ/ｑｌｗｓ？

ＲＣＩﾉﾉﾉe'rlt'7ノ

便〃7α/cノルe"sjF

Fumgiidae（クサビライシ科）

Ｆ""ｇ/ａｓα//α/7q

Mussidae（オオトゲサンゴ科）

Lo6OP/ZlﾉﾉﾉﾉａＣｏｌｙ"'6osq？

Ｌ・〃e"1/ｗｃ肋

MeruIinidae（サザナミサンゴ科）

Ｍセノｗｍ７ａｑ"”ﾉﾉα/α

ＳｍPOP/Ｍ/QCyﾉﾉﾉ7c/>7cq

Faviidae（キクメイシ科）

FcJv/ａｓ/eﾉﾉﾉｇｅ７ａ

Ｆｐｑ"ＭＪ？

Ｒ/ｂＭ（？
Ｆ〃7α"〃α〃

Ｆ、ﾉﾉ/ｅｓ〃αﾉﾉcoJp

FﾉﾌﾞkIx"ｏｓｑ

Ｐ/αｌ(ygwqdbedb/ｅａ

Ｒ」､/"／

Ｌｃｐ/or/αﾉﾌﾙryg/α
/Ｍ"7/ａｓﾉﾉでｑＣＺＷａ

ＭＶｑ/eﾉ7C/ＥＷﾉ7eSノ

Lep/ａｓﾉﾉでαｐ["1p["℃ｑ

Ｑｐ/7ａｓ"℃qseｸﾞﾛﾉﾉﾉα

ＥＣ/7ﾉﾉ70POrα/α"ｌｅ//ｍｅ

Ｅ・ｇｅ"7'77ｑｃｅｑ７

Ｅｐａｃ仮c"ｓ

造礁サンゴ類 ハナヤサイサンゴ

(和名なし）

イボハダハナヤサイサンゴ

ヘラジカハナヤサイサンゴ

ノリコモンサンゴ

オオクボミコモンサンゴ

ヒメイボコモンサンゴ

モリスコモンサンゴ

アバタコモンサンゴ

グリセアコモンサンゴ

トゲコモンサンゴ

エダコモンサンゴ

イタイボコモンサンゴ

(和名なし）

(和名なし）

(和名なし）

マルヅツミドリイシ

スゲミドリイシ

ハリエダミドリイシ？

(和名なし）

ウスエダミドリイシ

ハナバチミドリイシ

コイボミドリイシ

サボテンミドリイシ？

(和名なし）

アナサンゴ？

フカアナハマサンゴ

コブハマサンゴ

オオハマサンゴ

スジハマサンゴ

イワハマサンゴ

ベニハマサンゴ

トゲアミメサンゴ

ヤッコアミメサンゴ

シワシコロサンゴ

コモンシコロサンゴ

(和名なし）

モルジブシコロサンゴ

クサビライシ

マルハナガタサンゴ

オオハナガタサンゴ

サザナミサンゴ

オオサザナミサンゴ

ホシキクメイシ

ウスチャキクメイシ？

スボミキクメイシ？

アラキクメイシ

マルカメノコキクメイシ

オオカメノコキクメイシ

ヒラノウサンゴ

ヒメノウサンゴ

ナガレサンゴ

マルキクメイシ

タカクキクメイシ

ルリサンゴ

フカトゲキクメイシ

リュウキュウキッカサンゴ

オオリュウキュウキッカサンゴ？

タイヨウリュウキュウキッカサンゴ
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４c7clpol〃ｇ〃bic叩８？

沖縄で』.〃"’7ﾉﾉﾑyとされる種には形態に相当な幅があり，本種は

その１型かもしれない。しかし，沖ノ鳥島における本種は，枝

が円柱形で先細りにならない，群体形(caespito-corymbose)，頂

端ポリプが小さいなどの特徴で良くまとまっており，Wallace

(1999)の４９/０６/c”ｓに最も近いと思われる（この種はこれまで

南半球からのみ見つかっている)。沖縄産の類似種群体に比べ

て、全休的につくりが大きい(骨格標本参照)。

繊哉鐡
霧己

包趨iHhD

骨格標本

(左：沖ノ鳥島産，右：沖縄産）
沖縄(阿嘉島） 産（A,ﾉｹw77zj/2s(）沖ノ鳥島産

2

dclclpolauic"ん"ｓ？

蕊
本種は，西平・ベロン（1995）のAsz16zﾉﾉａｆａ，Wallace(1999）の

』./αrjmeﾉﾉαの生態写真の種と最も近いと思われるが，これらに

は，Ａｄｃｚ//eMsの種名を使うのが良いと考える。この」.ｑｃｚｌにz/ｓ

は，沖縄では小型で目立たない種であるが，沖ノ烏島の本種は，

それよりも全体的に大きく，昼間も茶色い触手を伸ばしていた。

群体型を除けばむしろ．Ａｈｏ〃jcilbIにも似ている。

￣遷
鱸鰹需

鍵
，7.- ilil1lliIi

骨格標本

(左：沖ノ鳥島産．右：沖縄産）
沖縄(石垣島)産(乱“"/e"s）

1,岫汎WmAnuⅡh轄屯

沖ノ烏島産

付図１沖ノ鳥島の礁池内におけるミドリイシ属の優占種３種の生態写真，沖縄産の同種または類似種の

生態写真およびそれらの骨格標本の写真と所見

－９４－



Jc7clpolasp､４？

本種は。林原(1995 )がＡｃｍｐｏ７ａｓｐ４)o7asp4として記載した種に類似

れた本種は，群体型やポリプ（來）

的につくりが大きい。一見すると，

｡ものはＡ碗ｖａ７ｊｃａｊαにも見えるが，

白い触手を僅かに出していた。沖

ドリイシが本種である。

しているが．沖ノ鳥,島で見ら

の形状に変異が大きく全体

枝が細いものはA・'′α/､ノロ,太し

同一種だと思われる。日中．

ノ烏島で最も多く見られたミ

!

骨格標本
‘沖縄〈石垣島)露uJsip4）沖ノ鳥島産

(左：沖ノ鳥島産，右§沖縄産）

付図１（つづき）沖ノ鳥島の礁池内におけるミドリイシ属の優占種３種の生態写真，沖縄産の|司種または類

似種の生態写真およびそれらの骨格標本の写真と所見
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